
配水池・混和池等清掃業務 仕様書 

  
１ 件   名  配水池・混和池等清掃業務  
  
２ 履行場所  さいたま市桜区神田６４６（西部配水場内）外６か所  
  
３ 履行期間  契約締結日から令和 9 年３月 5 日まで  
  
４ 目   的  本清掃業務は、配水池・混和池等の壁や底部に付着した水垢、砂等を除去し、 

配水池等の維持管理を計画的に実施する  
  
５ 概  要  
（１） 清掃場所 

ア 西部配水場  さいたま市桜区神田６４６  
混和池  8.75m×9.75m×5.0m（水深）420 ㎥ 
着水井  内径 2.8m×4.7m（水深）(円筒形) 25 ㎥ 

イ 北部配水場  さいたま市西区宝来８８０−１ 
     混和池 12.2ｍ×7.0m×3.1m（水深）250 ㎥ 
     着水井 3.8ｍ×1.0m×3.1m（水深）10 ㎥ 

ウ 深作配水場  さいたま市見沼区深作９２１−１  
混和地兼着水井  85 ㎡×3.8m（水深）320 ㎥  

エ 大宮配水場 さいたま市大宮区桜木町４−５３４−１  
１号配水池  45.85m×15.6m×13.8m（水深）9,000 ㎥   

    ２号配水池  45.85m×15.6m×13.8m（水深）9,000 ㎥ 
オ 相野原配水場  さいたま市岩槻区相野原２６７−１  

１号配水池  円形 内径 32m×10m（有効水深）8,000 ㎥ 
カ 北浦和浄水場 さいたま市浦和区針ヶ谷１−１８−２ 

     混和池 10.0m×5.4m×3.0m（水深）160 ㎥ 
     着水井 10.0m×2.4m×3.0m（水深）70 ㎥ 

キ 東大宮浄水場 さいたま市見沼区東大宮４−５１−１ 
     上配水池 28.8m×18.0m×4.0m（水深）2,000 ㎥ 
     下配水池 25.0m×20.0m×4.0m（水深）2,000 ㎥ 
     ポンプ井 15.0m×2.5m×3.6m（水深）140 ㎥ 
 
 



（２） 作業内容  
ア 清掃場所内の高圧洗浄業務  
イ 清掃場所内に堆積した砂等の撤去処分作業  
ウ 清掃場所内の目視によるクラック・漏水等の確認作業  
エ 汚泥の処分 

 
６ 一般事項  
（１） 本業務は、本仕様書及びさいたま市水道局業務委託契約基準約款（以下「約款」と

いう。）並びにその他関係法令に準拠して履行しなければならない。  
（２） 本業務に伴う提出書類等で約款に明記されていないものについては、水道局監督職

員（以下「監督員」という。）と協議の上、必要とされる書類を、必要部数提出するこ
と。なお、計画工程表については、業務の進捗状況を委託者が確認するため提出する
ものとする。  

    ア 着手届                                 １部  
    イ 現場責任者・技術管理者通知書                １部  
    ウ 現場責任者・技術管理者経歴書                １部  
    エ 計画工程表                              １部  
    オ 「情報セキュリティに関する体制」に関する書類    １部  
    カ 腸内細菌検査報告書                        １部  
    キ 業務日報                                １部  
    ク 完了報告書                                          １部  
    ケ 実施工程表                                          １部  
    コ 報告書                                              ２部  
    サ 業務写真                                            １部  
    シ 引渡書                                              １部  
（３） 本仕様書に明記されていないものでも、本業務を完成させるため必要と思われるこ

とは、監督員との協議により決定するものとする。  
（４） 本業務実施に伴い既設工作物に損傷を与えた場合、監督員と協議の上、受託者の責

任において復旧すること。  
（５） 本仕様書及び本業務中に疑問を生じた場合は、受託者及び監督員にて協議の上、決

定すること。 
 
７ 特記事項  
（１） 受託者は作業における使用機材、施工方法等の詳細な検討を行い、計画工程表を提 

出し監督員の承諾を受けたのち作業に入るものとする。  
（２） 作業用電力及び洗浄用水は無償支給とするが、他の設備に支障をきたさないよう注 



意すること。  
（３） 作業により発生した汚泥については、産業廃棄物として適切に収集運搬及び処分す 

ることとし、産業廃棄物管理票（マニフェスト）を遅延なく提出すること。  
（４） 作業に当たり、池内部の水位計及び電極等の養生を行い損傷させないよう注意する 

こと。  
（５） 防水塗装された池内部の作業においては、防水層を損傷させないように底盤部の養 

生を施すこと。  
（６） 当該浄配水場は、無人施設であり機械警備により管理しているため、作業中及び退 

出時はセキュリティに配慮するとともに、複数の作業等が競合している場合は現場責
任者間で協議し、責任をもって施設の保安に努めること。  

（７） 浄配水場の作業に当たって、水道法第２１条第１項及び水道法施行規則第１６条の
規定に基づく健康診断を行い、その結果を点検前までに監督員に提出すること。また、
検査項目は赤痢菌、サルモネラ菌（腸チフス菌及びパラチフス菌も含む）及び腸管出
血性大腸菌О−１５７とする。  

（８） 配水池等での作業に関しては、事前に酸素濃度を計測し安全を確認してから作業を 
行うこと。また、作業中も酸素濃度計測を継続し安全に留意して作業を行うこと。 

（９） 受託者は、業務を履行するにあたり、人権の尊重を基本とするとともに、人権に関 
する社員研修の実施等により、業務従事者が人権に配慮することができるよう努める
こと。 


